
出展技術の分類

技術名称 環境配慮型グラブ浚渫船兼全旋回型起重機船 担当部署 経営管理部門　経営企画部

NETIS登録番号 担当者 羽根　侑紀

社名等 若築建設株式会社 電話番号 03-3492-0308

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

若築建設株式会社は、これまで海洋土木工事で培った技術から『環境に配慮』・『浚渫作業の効率化』・
『機動力』・『安全・保守』の４つのコンセプトを基に、非自航式の環境配慮型グラブ浚渫船兼全旋回式起
重機船を建造しました。『環境に配慮』技術では、「IMO（国際海事機関）認証の原動機」、「ハイブリッド式
のグラブ浚渫機」、「グラブバケットの余水排水装置」等を搭載しています。

①本船の130kW以上の原動機にIMO（国際海事機関）認証機採用しています。
②グラブバケットの上下動を有効利用するためにハイブリッドシステムを搭載しています。
　 グラブバケット下降時の運動エネルギーを電気エネルギーとして蓄え、上昇時に蓄えた電気エネル
   ギーでモーターを駆動し、巻き上げをアシストします。
③浚渫作業の仕上げ堀り時は薄層となり、グラブバケット内は浚渫土砂以外に大量の水を取り込んで
　　しまうことがあります。余水排水装置を使用することで、余分な水の取り込みを減らすことができます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

①窒素酸化物(NOx)の排出低減を図れます。
②グラブバケット巻き上げのアシスト時、巻上げ速度が18％UP、燃費が26％向上します。
③最大約5.6m3余水が減少します。

４．技術の適用範囲

・グラブ浚渫工、硬土盤浚渫工、岩盤浚渫工全般
・床掘工
・構造物撤去工

２．技術の内容

５．活用実績

・関門(六連島西側地区)航路浚渫工事
・北九州港(新門司地区)航路浚渫工事
・北九州港(新門司地区)泊地浚渫工事
・宇部港本港地区航路浚渫工事　　　　　等

※別紙２



６．写真・図・表

環境配慮型グラブ浚渫船兼全旋回型起重機船　全景

IMO認証の原動機

ハイブリッドシステム


